
船舶事故調査報告書 

令和７年７月９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和６年１０月１８日 １８時４３分ごろ 

発生場所 兵庫県姫路
ひ め じ

港飾磨
し か ま

第２区 

 飾磨西防波堤東灯台から真方位１３５°１０ｍ付近 

（概位 北緯３４°４５.７′ 東経１３４°３９.０′） 

事故の概要 引船平成
へいせい

丸は、はしけ○伊５及びはしけ○伊６をえい
．．

航して航行中、

○伊６が防波堤に衝突した。 

事故調査の経過 令和６年１０月３０日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 平成丸、１９トン 

   ２４０－４１１２４大阪、福山海運株式会社 

Ｂ はしけ ○伊５、不詳（全長４３.０ｍ） 

なし、福山海運株式会社 

Ｃ はしけ ○伊６、不詳（全長４３.０ｍ） 

なし、福山海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ なし 

Ｃ 左舷船首部外板に破口を伴う凹損等 

防波堤 コンクリートに欠損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

日没時刻：１７時１０分ごろ 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、空倉のＢ船及びＣ船に各１人

（以下「乗組員Ｂ」及び「乗組員Ｃ」という。）が乗り組み、Ａ船の

船尾部から約４０ｍのえい
．．

航索で繋
つな

いだＢ船、及びＢ船の船尾部から

約５０ｍのえい
．．

航索で繋いだＣ船で引船列（以下「Ａ船引船列」とい

う。）を構成し、積荷役の目的で姫路港飾磨第１区の岸壁に向けて約

２.５ノットの対地速力で北東進していた。 

船長Ａは、目視で見張りを行いながら操船中、飾磨航路に入る際、

右舷後方に飾磨第１区の桟橋に向かうフェリーを視認した。 

船長Ａは、ふだん飾磨第１区に向かう際、飾磨航路の中央付近まで

北東進してから左舵を取り同航路に沿って北北東進していたが、フェ

リーの速力がＡ船引船列よりも速かったので、フェリーの進路を空け

ておこうと思い、同航路に入ってすぐ西側側線付近で早めに左舵を取



り北進とした。 

船長Ａは、Ｂ船が飾磨西防波堤（以下「本件防波堤」という。）先

端の東方を通過したのを見て北進していたところ、衝突音が聞こえ、

乗組員ＣからＣ船が右舷方からの波により圧流されて本件防波堤と衝

突したと携帯電話で連絡を受けた。 

Ａ船引船列は、船長Ａが沖に出て１１８番通報した後、飾磨航路に

入り直して飾磨第１区に着岸した。 

船長Ａは、着岸後、Ｃ船の損傷状況を確認した。 

船長Ａ、乗組員Ｂ及び乗組員Ｃは、全員救命胴衣を着用していた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

分析  Ａ船引船列は、飾磨航路に入った際、船長Ａが同航路西側側線付近

で左舵を取ったことから、本件防波堤の先端近くを北進することとな

り、Ａ船引船列最後尾のＣ船が、右舷方からの風浪を受けて本件防波

堤の方に圧流され、本件防波堤に衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、飾磨航路に向けて北東進中、右舷後方に飾磨第１区の桟

橋に向かうフェリーを視認し、Ａ船引船列よりも速力の速いフェリー

の進路を空けておこうと思ったことから、ふだんより早く飾磨航路内

西側側線付近で左舵を取ったものと考えられる。 

原因  本事故は、船長Ａが、ふだんより早目に飾磨航路内西側側線付近で

左舵を取ったため、Ａ船引船列が本件防波堤近くを北進することとな

り、Ａ船引船列最後尾のＣ船が、風浪を受けて圧流され、本件防波堤

に衝突したものと考えられる。 

 ふだんより早目に飾磨航路内西側側線付近で左舵を取ったことにつ

いては、船長Ａが、右舷後方に飾磨第１区に向かうフェリーを視認し
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（令和６年１０月１８日 

１８時４３分ごろ発生） 



た際、フェリーの進路を空けておこうと思ったことによるものと考え

られる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・引船列の船長は、港湾施設との衝突等を避けるために、気象海象

の状況、被えい
．．

航物の末端までの長さに留意しつつ、安全な針路

速力で操船すること。 

 


